
         提案型地域情報誌   グリーンズ川越72号　2017．5　 ☆  身近な政治を分かりやすく！  ☆

　　　　平成29年度の一般会計と特別会計を合わせた予算総額は、1991億3048万7千円（前年度比0.2

　　　%増）で過去最大規模の予算編成となりました。

　　　　歳入の根幹をなす市税こそ前年度比2.2%増となりましたが、貯金である財政調整基金の取り崩し

　　　は前年度比3.3%増、未来からの借金である市債は8.1%増と厳しさは例年と変わりません。

　　　　歳出では、小学校の普通教室へのエアコン導入費や、新河岸駅周辺

　　　地区整備費の増が大きく、待機児童対策関連予算も増え続けています。
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平成２9年度の市長の市政方針に対し会派を代表して質疑

同じく教育委員会の教育行政方針に対しても代表質疑

川口けいすけの提言が形になりました

提言➊ 24年6月議会で、分かりやすい予算書の作成を

29年度予算資料に「29年度予算のポイント」が追加

川口）企業誘致を戦略的に行うために企業誘致方針の策定が必要だと考えるが市長の考えは。

市長）戦略的な考えを整理して誘致活動を行うことが必要と考えている。

川口）急増する学童保育施設への対応をどう考えているのか。

市長）今後も利用希望者は増加すると考えている。必要な対応を検討する。

川口）地域会議は庁内でも役割と位置づけが不明瞭と認めている。市長はどう考えているのか。

市長）組織改正により自治会と地域会議の窓口を一元化し、役割や位置づけも整理したい。

川口）全小中学校の25年度、26年度、27年度とも、年度末にはすべてのいじめが解消したこ

とになっている。望ましい結果だが、やはり違和感を覚える。教育長はどう考えるのか。

教育長）本市のいじめ解消の判断は、いじめを受けた本人と保護者に確認し、いじめがないと判

断できた場合に解消とし、一定の解消が見られた場合も解消に含めているが、再び起き

る可能性があると踏まえて学校は対応しなければいけない。解消と判断しても、一定の

見守り期間を示すなど表現方法の検討を進めたい。
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